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■"サンゴでコーヒー焙煎"の訳
　白地に黒で「35」と書かれたスタイリッシュなロゴマー
クを目にしたことはないだろうか。サンゴ焙煎コーヒーを
販売する「35（スリーファイブ）COFFEE」のマークだ。３
年前に販売されてから今日まで、企業コラボなども含め
多くのメディアに紹介され続けている。
　35COFFEEは沖縄の風化サンゴで豆を焙煎しており、ま
ろやかでクリアな味わいと深い芳香が魅力
だ。サンゴが県外持ち出し禁止品なため、沖
縄限定商品と言える。特徴的なのは、売上
の一部を使ってベビーサンゴの移植に取り
組んでいることだろう。サンゴ焙煎を思いつ
いたのは偶然だったと宗英道株式会社代表
取締役の大城宗貞氏は話す。
　「サンゴが減っていることは観光客や
ダイバー達から聞いていました。たまたま、
風化したサンゴを使った商品の売り込み
があった日に若手スタッフと食事をしていて、コーヒーショップ
が素敵だねという話になり、うちでもできるんじゃないか、それな
らサンゴを使ってみてはどうだろうと思ったのがきっかけです」
　宗英道はハーブティー等を販売しており、ノウハウは十
分あった。顧客層も９割は県外だったので、コーヒーもただ
販売するのではなく、沖縄らしいものをと考えたそうだ。
　「まず知り合いのコーヒー業者に頼んで焙煎してもらい
ましたが、温めたサンゴの熱で焙煎するために通常の倍
以上の時間がかかってしまった。ただ味はとても良く、コー
ヒーインストラクターにも朝食にあうコーヒーだとお墨付き
を頂いたので、その路線で売り出すことにしたんです。ここ
までは順調だったのですが、いざ名前をつけて販売となっ
た時に何か違うなと。そこで原点に立ち返って考えた結果
が、売上を使ってのベビーサンゴ移植です。スタッフに地
元に貢献している意識、環境への高い問題意識を持って

もらいたかったのと、子供達ひいては沖縄の未来のために
何かしたかった」
　プレスリリースした企業理念には多くの賛同が寄せられ
た。「35」と名付けたのも、ただの「サンゴ（35）」ではなく、
様 な々意味を込めてのことだ。サンゴだけが環境問題では
ないが、小さなきっかけにでもなればと大城氏は願う。企
業理念にこだわって常に会社のモチベーションを高く持つ。

■多種多様のコラボと最終目標
　宗英道は賛同企業と一緒に多くのコラボ
商品を販売してきた。ざっとあげてもＴシャ
ツ、アイスバー、コーヒー味のちんすこう、ス
イーツ等があり、賛同企業も南都酒造所、
JAなど多岐にわたる。県内アーティストが中
心になって作ったCDでライブも開いた。年
内にもあと２アイテム、コラボ商品の販
売を予定している。
　「コラボする目的は利益や宣伝よりも、

サンゴ移植等がメインです。ささやかでも環境や沖縄の
未来への意識を持ってもらうのが僕らの目的です。沖縄
は観光立県ですから、その資源になる海や空を大事にし
て次世代、次々世代へ引き継いでいかなきゃ、沖縄はどん
どんダメになってしまいます」。大城氏は、「一人一人の心
にサンゴを植えている」と考えて活動を続けているそうだ。
　「最終的には、35COFFEEが製造販売中止になれば
いいと思っていますよ。サンゴ移植活動をしなくてもいい
くらい、沖縄の海が綺麗になって、サンゴが増えれば、僕
らはお役御免です」
　35COFFEEを購入していくお客様の中にはありがと
うとお礼を言ってくる方もいるそうだ。心のどこかで環境
問題を気にかけている証拠である。自分の飲むコーヒー
がサンゴの助けになればとても嬉しい。サンゴと沖縄を
つなぐのが35COFFEEなのだ。

JAとのコラボ商品「35コラーゲンコーヒ
ー」。豆の一粒一粒にコラーゲンがコーテ
ィングされている。

代表取締役　大城宗貞氏

サンゴから生まれたコーヒーがサンゴを育てる。
一杯のコーヒーが未来の環境保護へ繋がっていく。

宗英道株式会社
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商業者主導による商品開発

連携パターン
●風化サンゴの活用
●サンゴ移植による地域貢献

参入のきっかけ 目標を設定する力は、実行力と同等以上に大事な能力。事業計画と同様に自分の人生設計を策定で
きているだろうか･･･。仕事、生活、プライベート、目標を持つことが生活を豊かにするカギだ。

　目標を持て。小さな頃からよく言い聞かされてきた気
がする。しかし、簡単なようで、具体的に目標を設定でき
る人は意外に少なく、社会人ともなると、その目標設定
力が人生を大きく左右する。

●目標設定は「ます」で締めくくる
　ある県内の税理士事務所を訪問した際、所員の５年
後の目標（仕事、プライベートなど）が張りだされている
のをみて驚いた。所長さんが情熱家なのは知っていた
が、所員の人生を真剣に考えている姿勢に感銘した。
経営者は、もともと目標設定力・実行力が高くなければ
成立しない職業だと私は考えており、県内の経営者も
実際ほぼ例外無くこうした能力に長けていると思う。し
かし、こと従業員の皆様への教育意識に関しては比較
的弱いと感じている。
　「あの人、実力はあるけどな～」社内でよく聞かれる
話ではないだろうか？実力を発揮できないのは、コミュニ
ケーション能力の問題など様々な要因があると思うが、
本人の「（情熱をもって）目標を設定する力」の弱さも背
景の一つにあげられると思われる。どんな高性能なパ
ソコンも指示・ゴールがなければ、性能を発揮できない
のである。逆に性能は低くても、日々やる仕事が明確で
着実に実行するものは成果を出す。これを悪用したの
が某宗教団体で、高学歴の優秀な人材に誤った目標を
与えたのだが、頭脳明晰なだけに想像以上のスピード
で次 と々目標をクリアしてしまったという。
　つまり、経営者が社員に対して的確な目標を設定で
きるよう促せているかは、極めて大事なことなのである。
ただし、「部長になりたいな～」「売上１億円は達成した
いな～」という願望タイプの目標設定ではほぼ目標を達
成できないだろう。よく魚に例えて言われるが、「たい」
ではだめで「ます」という強さが大事なのだ。「何歳で

部長になります」「年末までに売上１億円達成します」
という強い想いとともに、断言的に具体的目標を持つ
ことが大事なのである。プライベートでも「結婚したい、
誰か紹介して」というタイプは、他人任せなためか、な
かなか結婚できないのでは。本気の人は、期限を設け
て多くの人に会って「必ず結婚します」という強い想い
をもって人に接するはずである。業務目標だけでなく、
もう少し中長期的な目標設定を促し、社員の生活を豊
かにするきっかけを作ってあげるのも経営者の仕事で
はないだろうか。
●真の目標設定ができ、実行できる人は数％
　香港で成功している日本人事業家の方に「ビジネス
で成功するコツはなんですか？」とお聞きした時に、その
方がおっしゃったのは、「非常に単純なこと、目標を具体
的に設定できる人は百人に一人、さらにその目標に向か
って、具体的に日々実行できる人は百人に一人、だから
掛け合わせて１万人に一人しか大成功はしない」とお答
えになった。目標設定力だけでなく、実行計画策定・執行
力も大事なのだ。
　もう一つの事例として、アメリカのエール大学の目標
設定に関する有名な実験データがある。卒業生に対し
て、「目標を設定し、書きとめ、計画できる学生」が何人
いるか調べたところ、わずか３％だったという。ここでは
紙に書くというのが大きなポイントである。それから20
年後、卒業生の動向を調査したところ、その目標設定が
できた３％の学生の総資産（貯金とか不動産とか）が、そ
の年の卒業生の総資産の97％を占めていたという。
　成功している県内経営者の皆様にお聞きすると、「当
たり前のことさぁ～」と笑われるだろう。そう、人生を豊か
にするコツは極めてシンプルなのだ。しかし、本気で目標
を設定するのは意外に難しい。次号では、具体的な目標
設定方法について考えてみる。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

沖電開発に移植してもらったベビーサンゴ。活
動の様子はブログで随時報告される。 

〒901-0513　沖縄県八重瀬町玻名城1123-1　ヤエセヒルズ103
TEL  : 050-5830-0403　FAX  : 050-5830-0404
http://www.35coffee.com 

問い合わせ先 : 


